平成３０年度豊田市介護サービス機関連絡協議会全体会次第

平成３０年５月２４日（木）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　14時00分～
豊田市福祉センター　　　　
　41・４２会議室　　　　　
１　開会の言葉
２　会長挨拶
３　来賓挨拶
４　議　　事

第１号議案　　平成29年度豊田市介護サービス機関連絡協議会事業報告

　　第２号議案　　平成29年度豊田市介護サービス機関連絡協議会収支決算報告

　　第３号議案　　会則の改正
　　第4号議案　　役員の選任

第5号議案　　平成30年度豊田市介護サービス機関連絡協議会事業計画(案)
第６号議案　　平成30年度豊田市介護サービス機関連絡協議会収支予算(案)
５　謝　　辞
６　閉会の言葉
第１号議案　　平成29年度豊田市介護サービス機関連絡協議会事業報告
（１）役員会・全体会・分科会の開催

	区　分
	年月日
	内　　容

	役員会
	29.5.10
	第1回役員会
・会則の改正について

・実務者研修について
・全体会について
・その他

	
	29.8.15
	第2回役員会

・事務局体制と各事業の推進について

・その他

	全体会

(総会)
	29.5.25

	議事
・平成28年度　事業報告について

・平成28年度　収支決算報告について
・会則の改正について
・役員の選任について
・平成29年度　事業計画について

・平成29年度　収支予算について

記念講演　「成年後見支援センターについて」
豊田市成年後見支援センター

	経営者会
	
	定例会議　12回

	
	29.6.27
	研修会
	排泄ケア勉強会

	
	29.7.5
	セミナー
	採用力アップセミナー

	
	29.8.3
	情報交換会
	第1回経営者のための意見交換・情報交換会

	
	29.9.26
	セミナー
	助成金活用セミナー

	
	29.12.5
	情報交換会
	第2回経営者のための意見交換・情報交換会

	
	　※市と社会福祉協議会が開催する福祉就職フェアに企画の段階から参加。

	業種別
分科会
	【ケアマネ分科会】

	
	
	運営委員会
	ケアマネ分科会運営委員会　　8回開催

	
	30.2.14
	研修会
	アンガーマネジメント研修会

	
	30.3.27
	情報交換会
	・市役所からの連絡事項
・基幹包括支援センターからの連絡事項
・今年度の活動実績報告
・次年度ブロック代表者の確認　選任
・次年度の研修について
・その他情報交換

	
	【グループホーム分科会】

	
	29.6.27

	第1回

情報交換会
	・今年度の情報交換会の進め方について

・今年度の研修について

・その他情報交換

	
	29.9.20
	第1回
研修会
	認知症ケア研修会

	
	29.10.4
	第2回

情報交換会
	・第1回研修会の振り返り
・第2回研修会について
・分科会窓口担当者の選出について
・その他情報交換

	
	30.2.23
	第3回

情報交換会
	・30年度分科会代表者選出
・30年度分科会事業について

・その他情報交換

	
	30.3.29
	第2回
研修会
	・接遇研修会

	
	【訪問看護分科会】

	
	
	会議
	　9回開催　

	
	29.6.10
	研修会
	呼吸リハビリテーション研修

	
	29.9.23
～24
	広報活動
	とよた産業フェスタ出展

	
	29.10.7
	研修会
	エンゼルケア研修

	
	30.1.13
	広報活動
	かかりつけ医普及講習会

	
	　※在宅医療サポートセンター協賛事業
　　　・中央図書館ポスター展示（29.10.14～10.31）
　　　・メンタルヘルス研修会（29.11.25）


（２）サービス連絡調整会議の開催
	回数
	事業所数
	内　　容

	24回
	201
	行政、社会福祉協議会、各事業所からの情報提供など


（３）会議への参加

①豊田市地域福祉専門分科会　　　　　　　　　　　　　②豊田市高齢者専門分科会　
③豊田市地域密着型包括支援ネットワーク会議　　　　　④要介護認定審査会委員　　
⑤豊田市認知症施策検討委員会　　　　　　　　　　　　⑥豊田加茂在宅医療委員会　　
⑦豊田市在宅医療・介護連携推進事業検討委員会　　　
（４）介護サービス事業所のゴールデンウィーク、盆休み、年末年始休業日取りまとめ
（５）実務者研修会の開催

　　・開　講　式　　平成29年6月7日
　　・自宅学習　　　平成29年6月8日～平成29年10月8日

・スクーリング　平成29年10月17日～平成29年11月29日
会場　豊田市福祉センター
　　・受講者数　　　30名

（６）啓発活動

　　　介護の日PR活動（11月11日　10：00～14：00）

　　　　豊田スタジアムにて「介護の日」呼びかけとPRグッズ（絆創膏）の配布

　　　　サッカーチーム名古屋グランパスエイト選手も参加し協力　　　　29事業所　74名参加
	第2号議案　　平成29年度豊田市介護サービス機関連絡協議会収支決算報告

	収入
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	流用
	決算額
	差額
	摘要

	入会金
	20,000
	0
	20,000
	0
	2,000円×10事業所

	会費
	1,200,000
	
	1,187,000
	13,000
	平成30年3月31日現在　200事業所

	負担金
	14,000
	
	13,000
	1,000
	愛知県居宅介護支援事業者連絡協議会

13事業所

	雑収入
	100
	
	30
	70
	預金利息

	繰越金
	2,076,519
	
	2,076,519
	0
	平成28年度より繰越金

	合計
	3,310,619
	0
	3,296,549
	14,070
	　

	支出
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	流用
	決算額
	差額
	摘要

	会議費
	2,000
	
	520
	1,480
	総会お茶代

	研修費
	1,000,000
	▲200,000
	681,838
	118,162
	研修講師謝礼　183,514円
研修講師お茶代　130円
介護職員実務者研修費　466,194円

ﾚﾝﾀﾙﾍﾞｯﾄﾞ代32,000円(実務者研修用)

	事業費
	660,000
	200,000
	843,334
	16,666
	新ホームページ作成　345,600円
介護の日　テント机レンタル　16,934円
介護の日　絆創膏代　280,800円
豊田市封筒広告掲載　200,000円

	通信運搬費
	60,000
	
	45,379
	14,621
	切手･電話･FAX

	消耗品費
	70,000
	
	65,778
	4,222
	再生PPC用紙18,282円　封筒代 23,700円　ﾌｧｲﾙ・ｲﾝﾃﾞｯｸｽ等 23,796円ﾞ

	負担金
	14,000
	
	13,000
	1,000
	愛知県居宅介護支援事業者連絡協議会

	会場費
	120,000
	
	105,500
	14,500
	会議室使用料　設備費

	手数料
	15,000
	
	12,312
	2,688
	振込手数料

	賃借料
	150,000
	▲10,000
	71,940
	68,060
	コピー機リース料

	事務局経費
	100,000
	10,000
	107,568
	2,432
	ﾄﾅｰ代44,928円　印刷機ｲﾝｸ代 6,600円　台車 11,664円　書類分別用引き出し14,304円　ﾌｧｲﾙ・ｺﾋﾟｰ用紙等30,072円

	予備費
	19,619
	
	0
	19,619
	　

	記念事業積立金
	100,000
	
	100,000
	0
	記念事業積立金通帳へ積立

	次年度繰越金
	1,000,000
	
	1,249,380
	▲249,380
	平成29年度へ

	合計
	3,310,619
	0
	3,296,549
	14,070
	　

	
	
	
	
	

	３月末日現在　通帳残高　　 1,249,380円（普通預金通帳)　　　700,128円（記念事業積立金通帳）

	上記のとおり報告します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成30年3月31日

	
	
	
	豊田市介護サービス機関連絡協議会

	会　長　　松　本　英　朗

	関係書類等の審査の結果、適正であることを認めます。

	平成　　　年　　月　　　日　　　　　　　　　　　 監　事

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


第３号議案　　会則の改正
（１）改正に至った経緯
1 　事務局
平成３０年度より豊田市社会福祉協議会の組織改編に伴い、協議会の事務局は
豊田市地域福祉サービスセンターから、豊田市社会福祉協議会に設置するもの

とします。

2 　会費
設立後、協議会への加入事業所数も２００事業所を超え、豊田市内の福祉サービス事業において協議会の存在意義は、ますます大きなものとなっています。

今年度、協議会では介護人材の確保や育成とﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの有効活用、福祉のｲﾒｰｼﾞｱｯﾌﾟを図る取組みを積極的に進めていきます。事業委託の増額により、各会員の会費を月額500円から月額800円に変更し、一層の資質向上と法人、事業所間の連携を深めていきます。
3 　会費の納入

　　　　　各会員には毎年６月までに会費を振込みで納入していただいておりましたが、事務手続きの効率化を目的に今年度から口座振替の手続きに切り替えます。
事務手数料などは協議会会費から支出します。
今年度は初回手続きの都合上、８月を口座振替日とします。
　（２）会則改正案
1 　第16条　協議会の事務局を変更します。

	（事務局）

第16条　協議会の事務局は、豊田市社会福祉協議会に置く。



2 　第19条　　協議会の納入、月額会費を変更します。
	（会費）
第19条　第15条に規定する会費は、月額800円とする。

２　会費の納入は、毎年６月までに口座振替するものとし、会費納入のあったものを４月１日からの会員とみなす。ただし、年度途中で入会するものにあっては、入会月より年度末までの月数分を、入会時に納入するものとする。



　　なおこの会則は、平成30年５月24日に改正し、平成30年４月１日から適用するものとします。

（３）改正後会則（全文）　　下線部分が変更箇所
豊田市介護サービス機関連絡協議会会則
　（名称）

第１条　この会は、豊田市介護サービス機関連絡協議会（以下「協議会」という｡)という。

　（目的）
第２条　協議会は、要介護状態にある人、要介護になる恐れのある人或いはその家族に対して、その能力に応じ自立した日常生活が継続できるよう支援するため、利用者の立場に立った質の高いサービスを提供する方策について研究・検討及び調整等を行うことにより、介護保険法・障害者総合支援法の定着と充実を図ることを目的とする。

　（活動事項）
第３条  協議会は、前条の目的を達成するため、次に掲げる活動を行う。
（１）介護保険等に関する情報の収集及び提供

（２）利用者に対する地域内ネットワーク促進のための検討及び調整
（３）利用者からの苦情処理に対する検討及び調整
（４）関係者の資質向上を図るための研修機会の拡大
（５）サービスの質的向上を目指した研究
（６）サービス利用が困難な事例に対する検討及び調整

（７）その他、前条の目的を達成するために必要と認める事項
  （会員）
第４条　協議会の会員は、次に掲げる機関で、豊田市域で既に活動している、若しくは今後活動を予定している機関のうち、第２条の目的に賛同する機関をもって会員とする。
（１）地域包括支援センターを実施する機関

（２）居宅介護支援事業を実施する機関

（３）介護保険法関係サービスを行う機関

（４）障害者総合支援法関係サービスを行う機関

（５）介護保険外サービスとして、住民参加型組織で介護及び家事サービスを行う機関

（６）保健、医療、福祉分野及びその周辺分野で、介護保険外サービスを行う機関

２　会員は事業者単位を原則とするが、事業所単位での入会を可とする。

３　入会を希望する機関は、第16条に規定する事務局に、入会申込書に入会金及び年会費を沿えて申し込むものとする。

４　退会を希望する機関は、事務局へ退会届を提出するものとする。

５　事務局は、入会又は退会の届出があった旨を、第13条に規定する役員会に報告するものとする。

６　会員は、機関の名称等に変更があった時は、事務局に届け出るものとする。

　（役員）

第５条　協議会に次の役員を置く。

（１）会　長　１名

（２）副会長　１名

（３）理　事　若干名

（４）監　事　１名

　（役員の選任）

第６条　役員は、第４条に規定する会員の中から選任する。

２　会長、副会長、監事は、役員会において役員の中より互選する。

　（役員の職務）

第７条　会長は役員会の会務を総理する。

２　副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。

３　監事は、協議会の会務及び会計を監査する。

　（役員の任期）

第８条　役員の任期は２年とし、再任を妨げない。ただし、後任者が選任されるまでの間、前任者はその職務を行うものとする。

２　補欠により就任した役員の任期は、前任者の残任期間とする。
（顧問）
第9条　協議会に顧問を置くことができる。
２　顧問は役員会が推薦し委嘱する。
３　顧問は協議会の諮問に応ずるほか、協議会の会議等に出席して運営に必要な情報提供及び意見を述べることができる。
　（オブザーバー）
第10条　協議会に、次に掲げる機関をオブザーバーとして置くことができる。

（１）豊田市福祉部

（２）豊田加茂医師会

（３）豊田加茂歯科医師会

（４）豊田西加茂薬剤師会

（５）豊田市民生委員児童委員協議会

２　オブザーバーは、協議会の会議に出席して運営に必要な情報提供及び意見を述べることができる。

　（会議）

第11条　協議会の会議は、全体会、役員会とする。

２　全体会は、年１回程度の割合で開催する。

３　役員会は、必要の都度随時開催する。

４　全体会及び役員会は、会長が招集し、議長となる。

５　会議の議事は出席者の過半数をもって決める。ただし、可否同数のときは議長がこれを決する。
  （全体会）

第12条　全体会は、次に掲げる場合に開催する。

（１）会則の変更・事業計画等の承認で、会員の採決が必要な場合

（２）全体研修が必要な場合

（３）その他、役員会において必要と認めた場合
 （役員会）
第13条　役員会は、次に掲げる場合に開催する。

（１）会則・事業計画等の協議が必要な場合

（２）次条に規定する専門分科会等で検討及び調整が困難な事項で、全体意見の集約が必要な場合

（３）その他、必要と認める事項を協議する場合

（経営者会）

第14条　協議会は経営者会を設置する。

２　経営者会の代表者は互選するものとする。

３　経営者会は、会員事業所等の経営支援・求人支援・研修事業等を行ない、会員事業所等の経営基盤強化の支援に努める。

４　経営者会は、協議会が行政機関等への積極的な協力や提案ができるよう、協議会と行政機関等との協働・協力関係の構築に努める。
（専門分科会）

第15条　協議会は、必要に応じ専門分科会を置くことができる。

２　専門分科会は､必要に応じ個別サービスごとに置き、代表者を選任するものとする。

３　専門分科会は、サービス提供における課題等を協議するとともに、必要と認める研修を実施し､サービスの標準化を図り、資質向上に努める。

（事務局）
第16条　協議会の事務局は、豊田市社会福祉協議会に置く。

  （経費）

第17条　協議会の運営に必要な経費は、入会金、会費、参加費及びその他の収入をもって充てる。

　（入会金）

第18条  前条に規定する入会金の額は、2,000円とする。

２　既納の入会金は、返還しないものとする。

　（会費）

第19条  第15条に規定する会費は、月額800円とする。

２　会費の納入は、毎年６月に口座振替するものとし、会費納入のあったものを４月１日からの会員とみなす。ただし、年度途中で入会するものにあっては、入会月より年度末までの月数分を、入会時に納入するものとする。

３　年度途中で退会するものにあっては、既納会費は返還しない。

　（活動年度）

第20条　協議会の活動年度は、毎年４年１日に始まり、翌年３月３１日をもって終了するものとする。

  （その他）
第21条  この会則に定めるもののほか、協議会に関し必要な事項は、役員会において協議し会長がこれを定める。
附　則

１　この会則は、平成１２年１月２７日から施行する。

２　協議会の設立当初の役員選任は、第６条の規定にかかわらず、設立総会（全体会）において会員の互選よるものとする。

３　協議会の設立当初の役員任期は、第８条の規定にかかわらず、平成１４年３月３１日までとする。

４　協議会の設立初年度の活動年度は、第18条の規定にかかわらず、平成１２年１月２７日から　平成１３年３月３１日までとする。

５　第17条の規定にかかわらず、平成１２年３月３１日以前に入会したものの設立初年度会費額は、年額１万２千円とする。

　　　附　則

この会則は、平成１５年４月１日から施行する。

附　則

この会則は、平成1９年５月２３日に改正し、平成１９年４月１日から適用する。

附　則

この会則は、平成２１年５月１３日に改正し、平成２１年４月１日から適用する。

附　則

この会則は、平成２9年５月25日に改正し、平成２9年４月１日から適用する。　　
　　　附　則

この会則は、平成30年５月24日に改正し、平成30年４月１日から適用する。　
第４号議案　　役員の選任
（１）地域内のネットワーク促進、行政機関等との協働・協力関係の構築強化を図るため下記の方を選任します。なお、任期は平成３１年３月３１日です。

	理事
	三井　克哉
	社会福祉法人　旭会
	新任


第5号議案　　平成30年度豊田市介護サービス機関連絡協議会事業計画(案)
１．重点目標

（１）会員相互の情報交換のための各分科会の積極的な開催を進めます。

（２）会員の資質向上に資するための情報の収集と提供に努めます。

（３）事業所従事者の資質向上研修を実施し、質の高いサービス提供を推進します。

（４）経営者会を設置し、協議会の体制強化と、会員事業所の経営基盤強化の支援に努めます。

２．事業計画

（１）役員会

①　会の基本方針に沿ったスムーズな組織運営を図ります。

②　会員の資質向上と協調体制に取り組みます。

③　協議会の運営方法について協議を進めます。

（２）経営者会

　　①　事業所の経費節減に関する研修会・情報交換等、経営支援を行います。

　　②　豊田市福祉就職フェアへの協力等、事業所の求人支援を行います。

　　③　国の助成金の活用に関する情報提供や決算書の見方等、経営者や管理者層を対象とした研修会を開催します。

　　④　行政との懇談会や総合支援事業に関する情報共有等、行政機関等との連携を図るとともに、行政機関等との協働・協力関係の構築に努めます。

（３）専門分科会

①　会員の資質向上研修を実施します。

②　他職種との連携及び情報の収集に努め、積極的な情報交換を進めます。

（４）人材育成事業

介護職員実務者研修の開催　１回

　　　　　対象：協議会加入事業所の従事者

　　　　　定員：３０名（予定）　

（５）福祉啓発事業

　　　　介護の日（11月中）に合わせPR活動を行なう等、福祉のイメージアップ活動を実施します。

３．その他

1 サービス連絡調整会議の運営について活性化を図ります。

2 会員増加に伴う調整会議の会場および進め方について検討します。

3 協議会ホームページの効率的な活用について検討します。

第6号議案　　　平成30年度豊田市介護サービス機関連絡協議会収支予算　(案)
	収入
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	前年度
予算額
	今年度
予算額
	比較
	　摘　　要

	入会金
	20,000
	20,000
	0
	新規加入10事業所

	会費
	1,200,000
	2,016,000
	816,000
	210事業所

	負担金
	14,000
	0
	▲14,000
	県居宅介護支援事業者連絡協議会

	雑収入
	100
	100
	　0
	預金利息

	繰越金
	2,076,519
	1,249,380
	▲827,139
	　

	合計
	3,310,619
	3,285,480
	▲25,139
	　

	
	
	
	
	

	支出
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	前年度
予算額
	今年度
予算額
	比較
	摘　　要

	会議費
	2,000
	2,000
	0
	役員会開催経費

	研修費
	1,000,000
	1,100,000
	100,000
	分科会講師謝礼70,000円×6回
講習、セミナー　　110,000円
実務者研修　　　　570,000円

	事業費
	660,000
	310,000
	▲350,000
	福祉啓発事業　　　310,000円

	事業委託費
	0
	1,188,

800
	1,188,800
	事務局委託費     700,000円

HP保守・運営費　488、800円

	通信運搬費
	60,000
	50,000
	▲10,000
	電話代、FAX代、切手代等

	消耗品費
	70,000
	70,000
	
	事務用品等

	負担金
	14,000
	0
	▲14,000
	県居宅介護支援事業者連絡協議会

	会場費
	120,000
	120,000
	0
	会場使用料

	手数料
	15,000
	37,680
	22,680
	振込手数料等

	賃借料
	150,000
	80,000
	▲70,000
	コピー機リース料

	事務局経費
	100,000
	110,000
	10,000
	事務局経費

	予備費
	19,619
	20,000
	381
	　

	記念事業積立金
	100,000
	100,000
	0
	20周年記念事業への積み立て

	次年度繰越金
	1,000,000
	97,000
	▲903,000
	次年度繰越金

	合計
	3,310,619
	3,285,480
	▲25,139
	　


※20周年の記念事業開催のために、毎年100,000円を積み立てます。
※予算不足が生じた場合は、科目間で予算流用ができるものとします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
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